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会議議事録Ｎｏ．

会 議 名 令和８年度第１回地域運営推進会議

開 催 日： 令和８年５月２０日（水）

時 間： １５：００ ～ １６：００

資 料： ○有 ・ 無

□ 議 長：倉窪センター長 書 記：玉井
□ 議 事：

１ センター長より挨拶

前任の西岡センター長に代わり４月からセンター長に就任いたしました倉窪です。

京都市内の特養相談員として主に勤務しており、複合型・グループホームのセンター長という任は初めてですが、

皆さまのご指導・ご鞭撻をいただきながら鳳凰槇島が地域包括ケアシステムの一員との役割をしっかり担っていけるよ

う精進してまいります。

２ 鳳凰槇島の取り組み状況について

※ 別添資料参照

・グループホーム利用状況（３月～４月） 担当：舘

１）利用状況

４月に１名の方が退居し、１名の入居があった。

３月・４月中。利用者・職員ともにインフルエンザ等の感染症の罹患者はなかった。

２）余暇活動

３月は食事行事（保存食レク）、外食行事（スシロー、喫茶）を実施し、４月は外出行事（花見）と外食行事

（喫茶）を実施した。

個別の要望の実現や、季節感を重視した企画を実施することで、ご利用者に「うれしい、ここに来たかった。

ありがとう」「最高！」といった言葉と笑顔がみられた。

３）ヒヤリハット事例一覧

浮舟ユニットで１３件、宿木ユニットで１１件のヒヤリハット事例が報告されている。

４）事故事例一覧

事故事例は合計４件発生し、うち３件は転倒、１件はずり落ちであった。

５）研修・勉強会

３月は感染症及び災害に係る業務継続計画のための研修（自然災害）②、４月はその人らしさを尊重する、

プロの配慮研修をオンラインにて受講した。

・複合型施設利用状況（３月～４月） 担当：玉井士長代理

１）利用状況

登録人数は、３月が２３人、４月が２２人であった。



利用者、職員ともにインフルエンザ等の感染症の罹患者はなかったが、３月にノロウイルス感染及び感染性胃

腸炎が職員２名、利用者１０名発生した。

感染した利用者には症状消失後４８時間経過するまでは通所利用を控えていただき自宅療養を促した。ただ

し、独居などの理由からやむを得ない事情で通所利用された利用者には居室で過ごしていただいた。職員は症

状消失後７２時間経過するまでは自宅療養とした。

感染症と非感染症エリアの区域分けや、手指消毒、環境消毒など感染対策を徹底することで、重症者を出すこ

となく収束した。今後、感染症発生時に備え、速やかに対応出来るよう感染症マニュアルを見直した。職員の

対応力を強化していくと共に、感染症予防、まん延防止に努める。

２）余暇活動

３月は季節行事（ひな祭り）や選択レクリエーション、外食行事（春ドライブ、桜ドライブ）を実施し、４月

は個別外出行事（くら寿司）、食事レクリエーション（カレーライス）を実施した。選択レクリエーションは「ボ

ッチャ」と「時代劇観賞」としたが、皆さんボッチャに関心を持たれたためボッチャ大会となり大変盛り上がった。

３）ヒヤリハット事例一覧

ヒヤリハット事例は転倒についてのヒヤリハットが５件、その他が９件であった。

その他については、連絡ノートや荷物の入れ間違え等である。

４）事故事例一覧

事故事例は０件であった。

５）研修・勉強会

グループホーム同様、３月は感染症及び災害に係る業務継続計画のための研修（自然災害）②、４月はその人

らしさを尊重する、

プロの配慮研修をオンラインにて受講した。

・鳳凰槇島合同 担当：倉窪センター長

１）地域行事の様子

４月２０日に槇島ひいらぎこども園の園児たちへプレゼント（パズルとフォトフレーム）をお届けした。園児

の皆さんや先生方が笑顔と元気なあいさつで出迎えてくださり、和やかな雰囲気で交流ができた。園児たちが「や

ったあ、ありがとう！」と喜ぶ姿を見て、ご利用者の皆さんからも自然と笑顔がこぼれた。

５月８日、ひいらぎこども園の園児の皆さんがプレゼントのお返しを届けてくださった。

２）合同研修・勉強会

３月に感染防止対策研修を実施した。

３）身体拘束適正化検討委員会

グループホーム、複合型ともに該当者はなし。

３ その他

１）医療ニーズのある利用者の受け入れについて（複合型）

５月１２日現在：登録利用者２２名の内、主治医より訪問看護指示のある利用者は２１名。

当事業所で受け入れが可能な医療的ケアとは、在宅酸素の管理や、胃瘻処置、ストマ管理、インスリン注射な

どがあります。対応できないケースもあるので、何かご不明な点等ありましたら、管理者までお問合せくださ

い。

２）次年度の地域運営推進会議日程等について

次回は令和８年７月１５日（水）１５時より、なごみりあ槇島集会所にて開催。

議長より、質疑を求めたところ、出席者より以下の発言あり。

【地域住民代表 H様】

①保存食について

最近は保存食の質が上がってきている。昔は乾パン等が主流であったが、レトルト粥など美味しくて便利で長期保存

可能な保存食もたくさん出ている。食品によっては保存可能期間がバラバラだったりするが、管理や食品選定はどの

ようにされているのか。

⇒倉窪センター長

ご指摘のとおり保存食のバリエーションは広がっている。当グループホームではこれまで市販のレトルト食品を

６ヶ月ごとにローリングストックして定期的に消費して次の食品を購入してきたが、管理の効率化のため、今後は

長期保存の保存食に変更を予定している。また、食品の消費期限の管理についてはリストを作成し、期限内に消費

できるよう管理している。

②ヒヤリハットと事故について

グループホームのヒヤリハットと事故の報告を見ていると、いつも同じ方が挙がっているように感じる。なんとか



ならないものなのかと感じる。

⇒倉窪センター長

確かに同じご利用者にヒヤリハットや事故が重なることはある。ヒヤリハットは職員の気づきの数であり、気づきの

数が多いことは良いことだと受け止めている。

ご利用者の「自由に動きたい」という思いと、職員の「安全にケガなく過ごしていただきたい」という思いを両立さ

せることが重要。結果的に事故につながってしまう場合もあるが、ヒヤリハットが少なければもっと事故が多かった

り重症化することがあったかもしれないと考えている。

③複合型のノロウィルスまん延について

ノロウィルスがまん延した報告を受けたがノロは感染力が高い一方、ノロは感染しても死なないもの。感染者がおさ

まるまでは食事を止める等すれば早く収束したのでは。また、そのようなルールを決めて事前に説明しておいてはど

うか。

⇒玉井士長代理

複合型は自宅で暮らしている方が通ってこられたり宿泊されたりする事業であるため、感染源は特定しにくいのが現

状。普段から嘔吐を繰り返されるご利用者がおられたため、嘔吐が発生した際の初動対応が結果的に遅れたことは今

後に生かすべき反省点である。消毒や隔離を徹底することで発生しても早期収束できるよう、今後も適切な対策を講

じる。

④医療ニーズのある利用者の受入について

ストマとは何か。医療ニーズのある利用者はどの程度受け入れられるのか。

⇒玉井士長代理

ストマとは人工肛門のことである。

記載のある医療行為については原則受け入れ可能としているが、病状が急性期であるような場合は受入に慎重になる

こともある。

【槇島地域包括支援センター B様】

他の事業所と比べてもとてもしっかり取組をされていると感じる。職員さんの気づきは、なかなか自宅では難しいこ

と。気づきを蓄積して共有することで、転倒や重症化を防いでいると感じる。転倒しないことより大きいケガをしな

いことが大事。

これだけきっちり取組をされていると、職員さんが働きすぎではないか？ちゃんと帰れているのかな？と思う。

⇒舘主任

残らなければ終わらない時もあるが、なるべく残らず帰るようにしている。

⇒倉窪センター長

施設全体で職員の働きやすい職場づくりを推進しており、超過勤務減少と有休休暇の取得や長期連休取得を推奨

し、ゆっくり心身を休めてまた仕事をがんばるという取組を行っている。ただ、事故等のイレギュラーなことが起き

た場合は対応検討のため残らざるを得ないこともある。

【宇治市役所介護保険課 A様】

今年度から参加させていただく。他事業所の地域運営推進会議にも参加しているが「ヒヤリハットがなかなか出ない

んです、どうしたらいいでしょう」と言われる事業所もある。これだけヒヤリハットが出るということは、職員個々

の危機意識の高さのあらわれではないかと感じる。ヒヤリハットの積み重ねで結果的に事故が少なくなっていると思

うので、大変良い取組をされていると思う。

【グループホーム鳳凰槇島入居者 C様】

特にない。

【グループホーム鳳凰槇島家族 D様】

（ヒヤリハットと事故について）これだけ同じ方に転倒があってもケガをされていないということは、こけ方が上手

いのだと思う。こけ方が下手な人がケガをする。こけないようにするというよりも、上手なこけ方をしてもらうとい

いのでは。

⇒倉窪センター長

転倒してもケガがない方の力はすばらしいと思います。大きいケガや痛い思いをされないよう、引き続き環境設定

や見守りを行うことで、大きい事故を防いでいきたい。

【グループホーム鳳凰槇島入居者 E様】

特にない。

【グループホーム鳳凰槇島家族 F様】

ナフサ不足の影響はあるか？医療衛生物品等が不足するというようなことはあるか。

⇒倉窪センター長 今のところ医療衛生物品が不足するということはない。全般的な物価上昇の影響は受けている。

なるべくご利用者の生活に支障の出ないよう、補助金等を活用しながら運営している。

【地域住民代表 G様】

いつも大変良い取組をされているなと感心している。特に意見はない。



倉窪センター長より

先日、槇島団地の自治会長さんが代わられご挨拶したところ、集会所の使用については日中はどんどん活用してく

ださいとの言葉をいただいた。これまでから鳳凰槇島では地域の方とご利用者をつなぐイベント（レク行事や子ど

も映画上映会や認知症サポーター養成講座等）を実施してきたが、今年度も企画していきたい。その際はご相談や

ご協力をいただくことがあると思うので、その節はよろしくお願いします。

以上

目 的： 定例開催 － 臨時開催

決定事項：

次回の課題：

次回開催予定日： 令和８年７月１５日（水） １５：００ ～ １６：００

次回開催目的 ：


